
敦
煙
文
書
の
う
ち
ロ
シ
ア
東
方
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
オ

ル
デ
ン
ブ
ル
グ
獲
得
文
書
は
従
来
詳
細
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た

が
、
近
年
中
国
と
の
協
同
研
究
で
整
理
さ
れ
、
言
シ
ア
科
学
院
東

方
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
所
蔵
敦
埠
文
献
」
（
上
海
古
籍

出
版
社
）
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
第
七
冊
二
九
九

六
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
叱
・
○
○
○
六

一
三
（
以
下
Ｏ
六
一
三
と
略
）
は
中
国
人
学
者
に
よ
っ
て
「
黄
帝
内

経
巻
六
」
と
同
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
黄
帝
内
経
」
と
呼

べ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
る
ベ
リ
オ
Ｍ
・
三
二
八
七
（
以
下
Ｐ
三
二
八
七
と
略
）
と
同
一
書

の
分
か
れ
で
あ
り
、
Ｏ
六
一
三
は
Ｐ
三
二
八
七
の
前
部
に
接
続
す

る
残
紙
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
発
見
し
た
。
以
下
そ
の
根
拠
を
列

挙
す
る
。
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敦
煙
文
書
０
．
六
一
三
（
露
）
と

Ｐ
・
三
二
八
七
（
仏
）
の
合
致

荒
尾
敏
雄

㈲
「
三
部
九
候
論
篇
」
の
続
き

「
黄
帝
内
経
素
問
」
巻
六
・
三
部
九
候
論
篇
第
二
十
は
、
黄
帝
が

三
部
九
候
に
つ
い
て
岐
伯
に
質
問
す
る
問
答
形
式
で
書
か
れ
た
内

容
で
あ
る
。
Ｏ
六
一
三
は
全
二
八
行
の
断
片
で
あ
り
、
行
番
号
一

七
～
二
八
に
か
け
て
三
部
九
候
論
の
内
容
と
相
似
す
る
。
二
八
行

の
最
後
は
「
三
部
者
各
有
天
地
人
故
以
」
で
切
れ
て
お
り
、
こ
の

後
に
現
伝
『
素
問
」
を
参
照
す
れ
ば
「
三
而
成
天
三
而
成
地
三
而

成
人
三
而
之
合
則
為
九
」
と
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
次
に
Ｐ

三
二
八
七
を
見
る
と
「
各
別
九
九
野
九
蔵
」
と
始
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
前
の
行
で
上
述
の
「
三
而
成
天
・
…
：
合
則
為
九
」
が
書
か
れ

て
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
Ｏ
六
一
三
の
切
れ
た
後
半

部
分
か
ら
Ｐ
三
二
八
七
の
文
頭
ま
で
の
欠
損
文
字
は
、
現
伝
「
素

問
』
を
参
照
す
る
と
わ
ず
か
一
九
文
字
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
し
か

し
Ｏ
六
一
三
の
二
八
行
と
現
伝
『
素
問
」
を
比
較
し
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
Ｏ
六
一
三
の
文
書
は
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
欠
損
部
分
の
文
字
は
一
九
文
字
よ
り
少
な
い
可
能
性
が
高

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
二
つ
の
文
書
を
重
ね
て
み
た
と
き
三
部

九
候
論
篇
の
文
が
欠
損
部
分
の
文
字
十
九
文
字
以
内
と
い
う
ご
く

わ
ず
か
の
文
字
数
で
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
と
、
二
つ
の
文
書
の
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全
内
容
が
脈
を
中
心
と
し
て
一
貫
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。口

縦
の
文
字
数

上
述
し
た
よ
う
に
Ｏ
六
一
三
は
下
半
分
を
欠
損
し
て
い
る
た
め

縦
の
文
字
数
が
正
確
に
何
文
字
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
考
え
る
に

は
推
測
す
る
し
か
な
い
た
め
、
Ｐ
三
二
八
七
を
基
に
し
て
考
え
て

み
る
。
Ｐ
三
二
八
七
の
縦
の
文
字
数
は
大
体
二
二
～
二
五
文
字
で

あ
る
。
Ｏ
六
一
三
が
Ｐ
三
二
八
七
と
同
一
紙
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ

の
文
書
の
縦
の
文
字
数
も
大
体
二
二
～
二
五
文
字
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
Ｏ
六
一
三
の
十
二
行
、
こ
れ
は
「
難
経
」
一

難
の
部
分
と
相
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
現
伝
『
難
経
」
と
比

較
し
て
そ
の
文
字
数
を
計
算
す
る
。
十
二
行
は
「
・
…
・
・
豚
行
五
」

で
終
わ
り
下
半
分
欠
損
、
計
一
六
文
字
。
次
の
一
三
行
頭
は
「
剋

螢
衛
元
氣
・
・
…
・
」
と
始
ま
る
。
こ
の
欠
損
文
字
を
い
ま
『
難
経
」

の
文
と
比
較
し
て
計
算
す
る
と
九
文
字
に
な
る
。
つ
ま
り
計
二
五

文
字
。
し
か
し
欠
損
部
分
の
文
字
数
が
正
確
に
九
文
字
で
あ
る
こ

と
は
Ｈ
で
述
べ
た
理
由
か
ら
断
定
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
Ｏ
六
一

三
の
縦
の
文
字
数
も
二
二
～
二
五
文
字
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
い
う

可
能
性
は
高
い
。

臼
文
耆
の
体
裁

今
回
の
Ｏ
六
一
三
は
カ
ラ
ー
写
真
で
公
開
さ
れ
た
た
め
、
文
書

の
体
裁
も
鮮
明
に
判
断
で
き
る
。
そ
の
特
徴
を
上
げ
る
と
、
①
界

線
が
あ
る
こ
と
、
②
文
書
の
切
れ
目
に
朱
色
の
丸
印
が
あ
る
こ
と
、

③
注
の
入
れ
方
、
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
文
書
が
同
一
書
の
分

か
れ
で
あ
る
こ
と
も
決
定
づ
け
る
の
に
、
一
紙
の
横
幅
（
行
数
）
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
Ｐ
三
二
八
七
は
一
紙
二
六
行
の
紙
を
貼
り
継
い

だ
も
の
で
あ
る
が
、
Ｏ
六
一
三
の
第
二
紙
は
一
三
行
、
Ｐ
三
二
八

七
の
第
一
紙
も
一
三
行
。
計
二
六
行
と
な
り
、
一
紙
の
行
数
と
い

い
、
紙
の
破
片
状
態
と
い
い
完
全
に
符
号
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
列
挙
し
た
根
拠
か
ら
ロ
シ
ア
に
流
出
し
た
Ｏ
六
一
三
と
フ

ラ
ン
ス
に
流
出
し
た
Ｐ
三
二
八
七
は
同
一
文
書
で
あ
る
と
判
断
し

う
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｏ
六
一
三
の
素
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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